
検証を行う項目

前提となる条件

市の現況から見たまちづくりの課題・方向性を整理
主要な課題
◆人口減少下における都市構造
◆公共交通の利便性に配慮した都市構造
◆激甚化する災害のリスク低減を目指した都市構造 等

主要な方向性
◆コンパクト・プラス・ネットワークのまちづくりについての考え方の導入
◆市北部や市⻄部の⽇常⽣活を営む⾝近なエリアの居住環境の維持
◆⽣活中心地として形成される箇所の被災リスクを避ける 等

⻘梅市都市計画マスタープラン 計画検討の経緯
Ⅰ【検証】

上位計画との整合

Ⅱ【課題・方向性の整理】

社会潮流への対応
（人口減少等）

関連計画での取組
（公共交通や災害リスクに対する取り組み等）

現行計画の記載事項現行計画の記載事項
関係各課へのヒアリング

まちづくりに対する市⺠意向まちづくりに対する市⺠意向
アンケート調査の実施

⻘梅市の現況・特性⻘梅市の現況・特性
都市整備状況等の整理

Ⅲ【改定素案（たたき案）の作成】

分野別方針、テーマ別
構想の設定経緯の整理
分野別方針、テーマ別
構想の設定経緯の整理

改定計画構成案 将来都市構造

現行計画の
位置付け整理

軸
現行計画策定後の
整備状況確認

構想路線位置づけ
の経緯、状況整理

現行計画の
位置付け整理

拠点
上位、関連計画の

方針
人口動向や災害対
応等の社会潮流

※ゾーンについては、総合⻑期計画の記載事項に倣って設定

全体構想

関係所管課の方針
（昨年度ヒアリング）

各種計画との整合
（策定中含む）

検討委員会の開催（現行計画改定構成案、現行計画改定骨子案の作成、協議）検討委員会の開催（現行計画改定構成案、現行計画改定骨子案の作成、協議）

都市計画審議会の開催（改定素案（たたき案）の作成、協議）【本日】都市計画審議会の開催（改定素案（たたき案）の作成、協議）【本日】

庁内検討部会の開催（計画書の構成、将来都市構造、全体構想案の協議）庁内検討部会の開催（計画書の構成、将来都市構造、全体構想案の協議）
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